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◇
研
究
発
表
例
会

七
月
八
日
（
木
）
午
後
五
時
四
十
分
よ
り

於
多
目
的
ホ
ー
ル

「
浬
渠
経
仏
性
説
の
基
盤
」

博
士
後
期
課
程
三
回
生
生
田
亮
氏

「
「
輪
廻
・
転
生
」
に
対
す
る
龍
樹
の
見

解
」

教
授
小
川
一
乗
氏

研
究
発
表
終
了
後
、
第
一
研
究
室
分
室
１
に

お
い
て
発
表
者
を
囲
ん
で
座
談
会
を
行
な
っ

た
。

◇
修
士
論
文
提
出
予
定
者
中
間
発
表
会

十
月
六
日
（
水
）
午
後
四
時
十
分
よ
り

於
一
二
一
教
室

今
年
度
修
士
論
文
提
出
予
定
者
の
う
ち
、
七

名
の
院
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
↓
、
で
発
表
を

行
な
い
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

発
表
終
了
後
、
学
生
談
話
室
に
お
い
て
懇
談

会
が
持
た
れ
熱
心
な
議
論
が
続
い
た
。

学
会
彙
報

（
一
九
九
三
年
六
月
’
十
月
）

昨
今
、
「
死
」
と
い
う
も
の
が
様
々
に
論
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
「
脳
死
」
や
「
臨

死
体
験
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
よ

う
に
、
い
く
つ
か
新
し
い
観
点
か
ら
の
も
の
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
死
を
見
つ
め
る
こ
と
は
、

死
と
表
裏
を
な
し
て
い
る
「
生
」
を
見
つ
め
る

こ
と
に
連
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
仏

教
に
お
け
る
「
輪
廻
（
生
死
）
」
も
問
わ
れ
て
い

ま
す
。今

号
に
は
、
偶
然
に
も
、
「
輪
廻
（
生
死
）
」

に
関
す
る
二
篇
の
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
仏
教
に
お
け
る
「
輪
廻
」
に
つ
い

て
考
え
る
材
料
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
小
谷
氏
の
論
文
は
「
法
」
に
つ
い

て
の
新
た
な
視
点
を
示
し
、
山
野
氏
の
論
文
は

従
来
学
会
で
議
論
の
あ
る
南
岳
慧
思
の
「
立
誓

願
文
』
の
成
立
に
つ
い
て
一
石
を
投
ず
る
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
書
評
一
篇
と

新
入
会
員
の
た
め
の
歓
迎
講
演
を
掲
載
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
執
筆
者
の
皆
さ
ん
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
号
の
発
行
が
遅
れ
た
た
め
に
、
一
九
九
三

編
集
後
記

年
二
月
に
開
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
宗
教
学
会
の

様
子
の
一
端
を
海
外
一
一
ユ
ー
ス
と
し
て
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
会
に
参
加
さ

れ
た
ロ
バ
ー
ト
。
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
氏
に
急
邊
執
筆

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
号
も
諸
事
情
に
よ
り
発
行
が
遅
れ
て
し
ま

い
、
会
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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